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植物 防 疫研究課題の概要
たけ

農林水産省農林水産技術会議事務局 竹

は じ め に

農林水産 省 の 平成 10 年度農林水産 関係科学技術振興

費 (概 算 決定額 ) は， 対 前年 度 比 4. 0%増 の 90， 323百

万 円 で あ り ， そ の 中 で農林水産技術会議分 は， 73， 566 

百 万 円 で 4 . 4%増， 事業費だ け で み れ ば 40， 359百 万 円

で 9 . 8%増 と な っ て い る 。 今年度 の 農林水産 技術会議関
係の予算要求 の特徴 を 要約す る と 以下の よ う に な る 。

1 ウ ル グア イ ・ ラ ウンド農業合意関連対策の見直 し

と 推進

( 1 )  農業経営 に よ る 生産展開 の た め の基礎的条件の

整備一 生産現場 に直結 し た新技術の 開発一

国， 都道府 県， 民間 の研究勢 力 を 結集 し て ， 現場 に直

結す る 総合的な技術開発 を促 進す る 。 こ の一環 と し て ，

生研機構 (生物系特定産 業技術研究推進機構) を通 じ て

民間の研究開発能力 を積極的 に活用 し ， 革新的な農業技

術の緊 急開発 を 実施 す る (1 1 年度 ま で の事業 に 必 要 な

出資額 50億 円 を 6 年度第 l 次補 正予算 に一括計上) 。

( 2 )  農林水産 業分野 に お 砂 る 新技術 ・ 新分野の創出

等研究開発 ・ 普及の推進一圏 内農林水産業の体質強化一

1) 農林水産 技術の飛躍 的高度化 を目 指 し た 基礎研究

の推進

10 年間 で イ ネ の 全塩基配列 を 解読 す る と と も に， 解

読 さ れた塩基配列情報 を利用 し て ， 多数の遺伝子の機能

の解明 ・ 特許 化 を積極的 に 推 進す る 。 ま た ， 遺伝子 レベ

ルでの迅速な選抜 を行い， 通常 の交配 に よ る 育種技術 を

効率化 ・ 高度化す る 。 さ ら に ， 農林水産 生物の複雑な形

態 ・ 生理機能 を遺伝 子 レ ベ ル で解明す る た め の基礎的 な

研究 を， 長期的 な視 点 に立 っ て 実施す る 。

「 イ ネ ・ ゲ ノ ム の効率的効率的塩基解析 技術の 開発 と

全塩基配列 の解明J (新規) ， r イ ネ ・ ゲ ノ ム の 有用 遺伝

子 の単離 及 び 機 能 解 明 と 利 用 技 術 の 開 発J (新 規) ， 

r DNAマ ー カ ー を 用 い た 効率的選抜 育種技術 の 開発」

(継続) ， r 形態 ・ 生理機能 の改変 に よ る 新農林水産 生物

の創出 に関す る 総合研究J (新規) 。
2) 現場 に直結 し た 先導的技術体系 の 開発の た め の研

究の推進

新型牧 草の育成， 乳質 ・ 風味 等 の向上技術， 超省力放
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牧 シ ス テ ム の 開発 を 行 う 。 ま た ， 国立 試験研究機関で行

う 実証研究お よ び都道府 県 が共 同 で行 う 実用化 ・ 体系化

技術の 開発 を加速す る 。 さ ら に ， 都道府 県 お よ び国立 試

験研究機関主体の研究 に 大学， 民間 も組 み入 れた産 学官

の共 同研究 を 推 進す る 。

「 多様 な 自給 飼料基盤 を 基軸 と し た 次世代乳肉 生産 技

術の 開発J (新規) ， r (先導的技術実用 化促 進の た め の研

究の う ち ) 地 域先導技術総合研究J (継続) ， r (特定研究

開発等促進事業の う ち ) 地 域基幹 農業技術体系化促 進研

究J (継続) ， r地 域先端技術共 同研究開発促 進事業J 。

2 新産業の創出 を目指 し た基礎的 ・ 先噂的研究の強

化

将 来の農林資産 関係新産業の創出 に向 砂 て ， 生研機構

が提案 公募形式 に よ り 行 う 基礎研究推 進制度 を拡充 す

る 。 ま た ， 国立 試験研究機関 の研究成果 を 活用 し て 実用

化す る 制度 を拡充 し ， 昆虫機能の利用 ， 体細胞 ク ロ ー ン

牛 の作出等の 6 事業 を新 た に拡充 す る 。

「 新 技 術 ・ 新 分 野創出 の た め の 基 礎 研 究J (継 続) ，

r (農林水産 業 ・ 食品産 業等先端産 業技術 開発事業 の う

ち ) 国研成果実用化型J (継続) 。

3 重要政策課題に 対応 し た研究開発の実施

( 1 )  環境問題への積極的 な取 り 組 み

農業生産 に伴 う 環境への影響 を ， 総合的 ・ 定量的 に評

価す る 手法 を 開発す る 。 ま た ， 高精度 な リ モ ート セ ン シ

ン グ技術等の利用 に よ り ， ア ジ ア地 域 の 主 要穀物の生産

力等の把握手法の高度化 を 図 る 。

「 ラ イ フ サ イ ク ル ア セ ス メ ント 手法 を 用 い た 持続可能

な 農業生産 シ ス テ ム の確立 J (新規) ， r 高精度観測衛星

を利用 し た地球温暖化等 に伴 う ア ジ ア の食料生産変動の

予測手法の 高度化J (新規) 。

( 2 ) 国際共 同研究の重点的促 進

国際農林水産 業プ ロ ジ ェ クト研究 に お い て ， 西 ア フ リ

カ地 区 に お け る 米の増産 を 図 る 研究， イ ン ド ネ シ ア に お

け る 地域農業 シ ス テ ム の総合的改善 を 図 る た め の研究 を

新た に 実施す る 。
4 新技術の開発， 導入等 を通じた公共事業のコ ス ト

低減対策の推進

公共 事業の効率化 や入札制度 の改革 に伴 う 公共 事業の

品質保持， 国際化等への進展 を踏 ま え ， 農林水産 公共 事

業の一層の コ スト低減 に 資す る 新技術 の 開発 ・ 普及， 新
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技術 を 実証す る た め の モデ ル事業等 を 積極的 に 推 進 す

る 。

「 官民連携 新技術開発事業J (継続). I新技術導入事

業J (継続). I (技術基準調査の う ち ) コ スト縮減品 質確

保緊 急対策調査J (新規). I (新技術導入推 進調査 の う

ち ) VE 制度導入検討調査J (新規). I低 コ スト 技術導

入 草地畜産 基盤 整備事業J (新規). I 草地基盤 低 コ スト

推進事業J (新規). I森林土木効率化等技術開発モデ ル

事業J (継続) 。

5 研究評価 シ ステムの高度化等研究基盤の強化

限 ら れた研究資源の一層の効率的配分が行 え る よ う ，

海外か ら の評価者の招勝 ， 主 要終了課題の追跡評価の実

施等研究評価 シ ス テ ム の充 実 を 図 る 。 ま た ， 国際的な技

術開発競争 の激化 に対応す る た め， 国立 試験研究機関が

外国 に特許 を出願 す る 場合等 の経費 を増額 す る 。

I (研究の効率的推進 と 成績情報の整備 ・ 提供 の う ち )

研究機関の評価等評価 シ ス テ ム の高度化J. I工業所有権

等 の出願 に 要 す る 経費J (継続). I 農林水産 ジ ー ンパ ン

ク 事業J (継続) 。

次 に ， 平成 10 年度 に 実施予定 の試験研究 の 中 で， 植

物防疫関係 の (課題が含 ま れ る ) プロ ジ ェ クト研究の概

要 は以下の通 り であ る 。

I 技術研究の強化経費

1 連携開発研究

連携 開発研究 と は， 農林水産 業お よ び関連産業の活性

化 を 図 り ， 経済構進改革 の推 進 に 資 す る た め ， 国立 試験

研究機関が中心 と な っ て ， 大学， 民間 と の連携 の下 に ，

基礎研究か ら 開発研究 ま で を総合的 に推進す る 研究であ

る 。 平成 9 度 よ り 開始 さ れ， 平成 10 年度 よ り 1課題追

加 さ れ 7課題が実施 さ れ る が， そ の う ち 1課題が植物防

疫 に 関係 し て い る 。

「 植物の代 謝系遺伝子 を活用 し た 新雑草防除技術 の 開

発J (平成 9�14 年度. 200百 万 円 ) 。 除草剤使用量の削

減に よ る 環境負荷 の少な い安全で省力 的雑草防除体系 の

要請 に 応 え る た め ， 植物代謝系 を利用 し た 除草剤用化学

物質の選択 と 除草剤耐性作物の 開発や画 期的農薬利用技
術の開発を産 学官の連携 に よ り 進め る と と も に， そ の成

果 を 円滑 に 民間 に 移転 し， わが 国独 自 の 除草剤 と そ の除

草剤 に よ り 生育上の影響 を 受 け な い遺伝子組換 え 作物 を

組み合わせ た 除草剤使用 量 を 最少 に す る 新雑草防除技術

の確立 を推進す る 。

2 総合的開発研究

総 合的開発研究 と は ， 行政上 の緊 急な要請 に対 し て 広

範な分野に わ た る 技術開発 を一体的 に行 う と と も に， こ

れ ら を総合的 ・ 体系 的 に組み立 て る こ と を目 指 し ， 大規

模 な組織的共 同体制の下で実施す る 研究であ る 。 現在 ，

平成 10 年度 に 開始 さ れ る も の を 含 め る と 全部 で 7課題

あ る が， そ の う ち 3課題が植物防 疫 に 関係 し て い る 。

「画 期的新品種の創出 に よ る 次世代稲作技術構築 の た

め の基盤 的総合研究J (平成 7�16 年度. 333百万円)。

わが国の稲作の高品質化や大幅な コ スト ダ ウ ン を 図 り ，

農薬等化学資材 の使用量 を合理的 に 減 じ た低投 入型栽培

を目 指す た め ， 複数の病害虫や冷害 に 強 く ， 雑草耐性 を

有 し直播 適性が高 く ， 高品 質多収 な 品種 な ど の画 期的新

品 種の創 出 お よ び水稲 の生理生態や， スト レ ス 耐性 ・ 病

害虫抵抗性の解明等 に よ り 次世代稲作生産 の基盤 と な る

技術の 開発 を行 う 。 病害虫関係課題 と し て は， 同質遺伝

子系統 に お け る 病害発生抑止機構の解明や， ウ ン カ 類等

の 自己 防衛機能 の解明等 を行 う 。

「麦 等の新用途 ・ 高品質畑作物品種 と 利用技術の 開発J

(平成 8�17 年度. 341百 万 円 ) 。 新たな ニ ー ズ に即 し た

ム ギ， ダイ ズ， 飼料作物等の低 コ スト 安定生産 技術 を は

じ め と し て環境保全 に も 配慮 し た 技術開発 を推 進す る た

め に ， ア ミ ロ ー ス や タ ンパ ク 質含量等の成分組成 を改 変

し た 新用途 向 け畑作物 な ら びに ASW を越 え る プ レ ン ド

用 コ ム ギ等 を 開発す る と と も に ， 低 コ スト 環境保全型作

付け技術 を 確立 す る 。 病害虫関係課題 と し て は， ト ラ ッ
プ作物 に よ る カ メ ム シ 防除技術の 開発， ダイ ズ黒根腐病

抵抗性検定法の確立 ， ハ ス モ ン ヨト ウ 抵抗性機作の解明

な ど を 行 う o

「農 林水産 業及び農林水産 物貿易 と 資源 ・ 環境 に 関 す

る 総合研究J (平成 8�12 年度. 173百万 円 ) 。 農林 水産

業お よ び農林水産貿易が資源 ・ 環境 に与 え る 影響の客 観

的評価手法 を 開発す る た め に ， 水資源 ・ 土壌資源等 に つ

い て ， マ ク ロ レベルか ら の ア プ ロ ー チ に よ り ， 国際比較

可能 な計 量指標 で あ るマ ク ロ イ ンデイ ケ ー タ ー を 策定

し， 影響評価 を行 う 。 こ の 中 で， 農薬の環境への影響 に

関す るマ ク ロ イ ンデ ィ ケ ー タ ー の策定 を行 う 。

3 大型別枠研究

21 世紀 を 見通 し た 長期 的視 点 か ら 重 要 問 題 の 解決 に

必要な 新 し い技術の確立並び、 に研究水準の飛躍 的向上 を

目指 し， 都道府 県， 大学， 民間等 と の組織的共 同体制 の
下で大規模 に 実施す る 研究であ り ， 現在 ， 次の 3 プ ロ ジ
ェクトが進行 中 で あ る 。

( 1 ) I 農林水産 系生態秩序 の解明 と 最適制御 に 関 す

る 総合研究 (バイ オ コ ス モ ス計画 ) J (平成元�10 年度，

232百万円)

個体群， 群集， 群落等各 レ ベル に お げ る 生物個体間の
相互 作用 に 関 わ る諸国子 を 明 ら か に し ， そ れ を 積極的 に
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利 用 す る こ とに よ り 農林 水産生物 の 資 源管理， 生産技

術， 生産環境の最適制御技術の 開発 を目 指す。 本 プロ ジ

ェ ク ト で は， 耕地生態系 チ ー ム の 中に雑草制御サ プチ ー

ム ， 昆虫等制御サ プチ ー ム お よ び耕地微生物制御サ プチ

ー ム の 3 チ ー ム が あ り ， 多 く の植物防疫に 関連す る 研究

室が参加 し てい る 。
( 2 ) I 新需 要創出 のた め の 生物機能 の 開発 ・ 利 用 技

術の 開発に 関す る 総合研究 (バイ オ ルネ ッ サ ン ス計画 ) J

(平成 3�12 年度， 439百 万 円 )

農林水産物の従 来の用途 を 一層拡 大す る と と もに ， 新

たな需 要 を喚 起 し ， 新 しい 形質や機能 を 備 えた生物分解

性プラ ス チ ッ ク 等 の産業用素材 を 開発す るた め ， わ が国

の多様な生物資源の有す る 機能に着目 し ， そ れ ら の持つ

新たな特性の解明 ・ 評価お よ び変換技術等の開発を目 指

す。 病害虫関係 の研究室 は森林 総研の 1 研究室 の み で あ

る 。

( 3 ) I 形態 ・ 生理機能 の改 変に よ る 新農林 水産生物

の創 出に 関す る 総合研究 (バ イ オデザ イ ン計画 ) J (平成

10�19 年度， 480百 万 円 )

遺伝子操作技術等 を 用い て 農林水産生物が持つ 固有の

形態 ・ 生理機能 を改 変 し ， こ れ ま で は 不可能 と さ れた優

れた形態や機能 を有す る 農林水産生物 を創 出 し， 目 的生

産物の飛躍 的増大 を図 るた め の研究 を ， 長期 的視 点に立

っ て行 う 。 植物防疫に 直結した課題 はない が， 将 来に 向

けた基礎的研究に 関 し て 数研究室が参加 し てい る

4 一般別枠研究

次の特別研究 と ほ ぼ同様の性質 を持つが， 特に規模 が

大 き し そ の波 及効果が大 きい こ と か ら ， 研究 を 強力に

推進す る こ と が必要な も の で あ る 。 平 成 10 年度 か ら の

新規 1課題 を 含 め て 6課題 あ る が， そ の う ち 植物防疫に

関係があ る課題 は 1課題で あ る 。

「 農林 水産物に お け る 病原性大腸菌等 の汚染防 除に 関

す る 研究J (平 成 9�1 1 年度， 40百 万 円 ) 。 消費者が安

心 し て摂取で き る 良質な食品 を提供す るた め ， 家畜及び

堆肥に お け る 大腸菌動態解析 と 浄化技術の開発， 農林水

産物の生産加工流通に お け る 微生物管理技術の高度化に

関す る 研究 を行 う 。

5 特別研究

経常研究 で は対処し得ない規模 で， 行政 上の 要請が強

い も の お よ び新研究分野 も し く は新技術の開発 を ， 急速

に促 進す る 必要 が あ るた め 行 う プ ロ ジ ェ クト研究 で あ

り ， 平成 10 年度 の総予算要求額 は 467百 万 円 ， 実施課

題は 19 で あ る 。

病害虫関係 の課題 は ， 3課題 あ る 。 本年度 か ら ， 日 本
各地で集団枯損が発 生 し てい るナ ラ 類に加 害す るカ シノ

一一一 5 

ナ ガキ ク イ ム シ の加害機構や共 生菌類に よ る 生理的障 害

を 中心に研究す る「ナ ラ 類の集団 枯損機構の解明 と 枯損

防止技術の 開発J (平成 1O�13 年度) が実施 さ れ る 。 ま

た， 引 き 続 き ， 湛水直播 技術の実用化の障 害 とな っ て い

る ス ク ミ リ ン ゴ ガ イ の生育初期 の食害 を防除す るた め の

技術開発 を行 う「水田生態系に お け る ス ク ミ リ ン ゴ ガ イ

の総合的管理技術の 開発J (9�12 年度) ， お よ び， 寒 地

に お け る ム ギ類や牧 草等の低温下での代謝や雪 腐病菌等

の物質代謝 と 感染機構の研究 を 行 う 「 低温限界環境下に

お け る 作物 ・ 微生物 の 代謝制御系 の 解明J (平成 9�11

年度) が実施 さ れ る 。

6 新産業創出 フ ロ ンティア研究

今後の農林 水産業 ・ 食品産業や農山村漁村 の 活性化に

向 げ て新たな 展開 を 図 るた めに ， 新産業分野の創出に む

け て ， 先駆 的な 研究開発のハ ー ド コ ア とな る革新的な 新

技術 ・ 手法 を 開発す る目 的で作 ら れた 予算で， 今年度 は

7課題で 316百 万 円 が計 上 さ れた 。

植物防疫関係 の課題 は ， 新規に ， リ ョ ク ト ウ の耐虫性

育種の過程か ら 発見 さ れた ア ズキ ゾウ ム シ耐虫性の環状

ペ プチド と マ メ 類に お け る 同類物質の更な る探索 お よ び

利用技術の開発に 関す る「植物 の殺虫性環状ペ プ チ ド 類

の探索 と 利 用 技 術 の 開 発J (平成 1O�13 年度) が始 ま

る 。 また， I 新形質付与のた め の エ ン ド フ ァ イ ト の機能

解明J (平成 8�10 年度) に おい て ， イ ネ 科植物に お け

る エ ン ド フ ァ イ ト お よ びそ の有用機能 の探索 ， 植物 と エ

ン ド フ ァ イ ト の親和性， 非親和性に つい て 分子遺伝学的

手法 も 用い て解明す る こ とに よ り ， 生物農薬 等 の 開発に

向 砂た基礎的知見 を得 る 。

7 侵入病害虫の防除に関す る 研究

海 外か ら 侵入した害虫や， そ の害虫 が媒介す る 微生物

や ウ イ ル スに よ っ て引 き 起 こ さ れ る 病気であ っ て ， 放置

す る と 急速に圏 内に ま ん延し ， 農作物に 多大な 被害 を 及

ぽす こ と が懸念 さ れ る も の の う ち ， 薬 剤に よ る防除が困

難な も の， 当該病害虫に 関す る 知識が不足 し てい るた め

に有効な防 除対策が と れな い も の を 対象 とし て ， 既に被

害が発生 し て い る 都道府県 の 試験研究機関 の協 力 の下

に ， 当該病害虫 の生理， 生態の解明並 びに 耕種的防 除 を

中心 と した防除体系 の確立に 関 す る 研究 を緊 急に 行 う た
めのもの で あ る 。

本年度か ら ， 新たに「 オ オ タ バ コ ガの防除に 関す る 研

究 J (平 成 10�13 年 度， 333 万 円) が始 ま る 。 そ の 他

「 ア ル フ ア ル フ ァ タ コ ゾ ウ ム シ の防除に 関す る 研究J (平

成 8�10 年度， 301 万 円 ) お よ び「 ミ カ ンキ イ ロ ア ザ ミ

ウ マ の防 除に 関 す る 研究J (平成 8�10 年度， 302 万 円 )

が継続 さ れ る 。
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8 国際農林水産業プ ロ ジェ ク ト 研究

開発途 上国に おい て ， わが国の進め る 農林技術協 力に

必要な技術の開発に 関 す る試験研究並 びに 農林業の研究

領域 の拡大 と 研究水準の 向上に役 立 つ試験研究の う ち 組

織的に 実施す る も の であ り ， 国際農林 水産業研究セ ン タ

ー が担 当 し てい る 。 平 成 10 年 度 予 算 の 実施課題数 は

11， 総予算 は 347百万円であ る 。

植物防疫関係 の課題 と し て は， r北及び東 ア フ リ カ 地

域に お け る バ ッ タ 類の生合理的害虫管理法の 開発J (平

成 7�11 年度， ケ ニ ア ) があ る 。

9 国際農林水産業広域型プ ロ ジェ ク ト 研究

自 然条件， 農業条件等の類似す る 国が共 通 し て抱 え る

問題や， 広域移動性病害虫等の複数国に 影響が及ぶ問題

に つい て ， 大学 ・ 民間等 の 国立 研究機関以外の研究者や

海外現地の研究者 と 広域 的か つ大規模な共 同研究の効率

的促進 を図 る と と もに ， 国内外の途 上国農林水産業研究

者の育成に資す る 研究推進事業で， 国際農林 水産業研究

セ ン タ ー が担 当 し てい る 。

「南米大豆広域 型総合 プ ロ ジ ェ ク ト J (平 成 9�18 年

度， 129百万円)

10  バ イ オテ ク ノ ロ ジ ー先端技術研究

ノ T イ オ テ ク ノ ロ ジ一 分野に お け る画期 的な新技術の開

発 を図 るた め ， 長期 的視点に立 った こ の分野の基幹的課

題に取 り 組む プロ ジ ェ ク ト 研究であ る 。

「 パ イ テ ク 植物育種に 関 す る 総合研究J (昭和 61�平

成 12 年度， 412百 万 円 ) 。 飛躍 的な 生産性 を 持 ち ， 劣悪

環境に も 適応で き る 新資源作物お よ び多様化す る 消費者

ニ ー ズに対応 した画期 的な 形質 を持つ新資源作物 を作出

す るた め ， パ イ テ ク 手法 を活用 した総合研究 を実施 し て

お り ， 耐病性， 耐虫性 の 付与 も 重要な課題 と な っ てい

る 。「 昆虫 の機能利用 と 資源化に 関す る 基礎研究J (平成

5�12 年度， 111百万円) 。 近年の基礎生物学の成果の応

用に よ り ， 昆虫が持つ特異 機能の解明， 昆虫が生産す る

特異物質の解明に 着手す る と と もに ， こ れ ら の機能や有

用物質 を 利用 す るた め の基盤 とな る 技術 と し て の， 昆虫

お よ び昆虫培養細胞の大量増殖技術等 を解明 し， 農林水

産業に新しい技術分野を確立するための基礎研究を行

う 。 病害虫関係で は ， 昆虫病原微生物の特性解明 お よ び
利用技術の 開発， 昆虫病原微生物等の評価お よ び利用技

術の 開発， とい った課題があ る 。

「 病原微生物の遺伝子解析 と 利 用 技術 の 開発J (平成

7�12 年度， 81百 万 円 ) 。 病原微生物に つい て 病原性発

現に 関与す る 特異 的遺伝子の検索 ・ 単利， 構造 お よ び機

能解析 を通 じ て病原性発現機構 を解明 し ， こ れ を基盤 と

した新 しい診断法お よ び防 除法の開発を行 う 。

E 他省庁計上予算

科学技術庁 ， 環境庁 の一括計上予算の 中 で， 関連 した

試験研究 を 行 っ てい る 。

1 科学技術斤関係

原子力研究費に つい て は， 直接に 関連 す る課題 はな

い 。 平成 10 年度科学技術振興調整費に つい て は， 重点

基礎研究に おい て ， 13 の 病害虫防 除に 関係 した課題が

実施 さ れ る 。

2 環境庁関係

公 害防 止等試験研究 と し て「小笠 原森林 生 態 系 の修

復 ・ 管理技術に 関 す る 研究J (平成 7�11 年度， 森林 総

研) が実施 さ れてい る 。

皿 指 定 試 験

指定試験 と は 国 が行 う 必要があ る試験研究の う ち ， 国

の試験研究機関の置 かれてい る立 地条件か ら ， こ れ を行

い得ない も のに つい て ， 立 地条件が適 当 で あ り ， かっ研

究員， 施設等 の整 っ てい る 都道府県 の試験研究機関 を 指

定 し， 委託 実施す る も の で あ る 。
平成 9 年度に 委 託 実施 さ れ る 病害 虫 分 野 の 指 定試験

は， 9課題で あ る (表ー 1 参照) 。

位 置

い もち病

球根類病害

い も ち病

牧草病害

果樹カ メ ム シ類

パ レ イ シ ョ 病害

畑作病害虫

サ ト ウ キ ピ病害

南方系侵入害虫

表 - 1 病害虫分野の 指定試験

試験研究機関名

福島農試

富士箆技セ ン タ

ー野菜花 き 試

愛知県総試山間
技術実験農場

山口農試

福岡良総試生産
環境研究所

長崎総農林試愛
野馬鈴薯支場

鹿児島農試大限
支場

沖縄良試

沖縄農試

試験課題名

い も ち病の 省農薬防除体系確

立の ための高精度発生予察 シ

ス テ ム の 開 発

花 き 球根類主要病害の制御技
術お よ び抵抗性検定法の 関発

い もち病菌変異機構の 解明 と

抵抗性検定法 の 開 発

暖地ライ グラ ス 類 お よ び飼料

作物主要病害 の 発生 機作の 解

明 と 抵抗性検定法 の 開 発

果樹類に 発生す る カ メ ム シ類
の生態解明 と 総合的防除技術
の 開 発

暖地ノfレ イ シ ョ 主要病害 ・ 線

虫害の生態解明 と 抵抗性検定
法 の 開 発

暖地畑作物の病害虫防除法

サ ト ウ キ ピ病害制御技術お よ
ぴ抵抗性検定法の 開 発

南方系侵入害虫 ま ん延防止の

し一
た
一一
めの 録適防除技術 の 開発
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W 都道府県への試験研究の助成

植物防疫関連課題 を含む， 都道府 県の試験研究に対す

る助 成 と し て は次の事業があ る 。

「地域 基幹 農業技術体系化促 進研究J (平成 10 年度概

算決定額 485百 万 円 ) で は ， r m  環境保全型農業技術

体系 の確立jに おい て「 生物的防 除 を 基幹 と す る 省農薬

病害虫制御技術J (茨城， 静岡 ， 兵庫 ， 宮崎) ， r 耐病性

強化 と 発生予察 の 高度化に よ る 水稲病害の総合防 除技

術J (宮城， 新潟 ， 埼玉 ) な ど を 行 う 。

「地域 重要新技術開発促 進事業J (平成 10 年度概算決

定額 294百 万 円 ) で は ， 病害虫防 除 の課題 と し て ， r 性

フ ェ ロ モ ン お よ び天敵利 用 を 基軸 と した リ ン ゴ と モ モ 害

虫の減農薬防 除技術 の 確立 J (平成 8�12 年度 : 福島 ，

秋 田， 岩手， 長野) ， r 花 き ・ 果菜類の新発生害虫 ミカ ン

キ イ ロア ザ ミ ウ マ の緊 急防 除対策J (平成 8�10 年度 :

和歌 山， 広島 ， 埼玉 ， 愛知) ， r 果樹サ ビ ダニ類の発生生

態に 基づ く 総合的防 除技術の確立 J ( 山 口 ， 大阪， 岡山 ，

平成 7�1l 年度) が実施 さ れてい る 。

「地域 先端技術共 同研究開発促 進事業J (平成 10 年度

概算決定額 376百 万 円 ) で は ， r ウ イ ル ス 病害制御技術

の開発j が実施 さ れてい る 。
e一一-一一一一一一一一一一一一一一一_.._.._.._..._...-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-

新しく登録された農薬(10.2.1-----2.28) 

掲載 は， 種類名， 有効成分お よ び含有量， 商品名 (登録年月 日 ) ， 登録番号 (製造 業者又 は輸入業者) ， 対象作

物 : 対象病害虫 : 使用時期お よ び回数な ど。 た だ し ， 除草剤に つい て は， 適用雑草 : 使用方法 を 記載。 ( … 日 …

回 は収穫何 日 前， 何 回以 内散布又 は摘採何回前， 何 回以内散布の 略) 0 (登録番号 19912�19924 ま での 13 件， 有

効登録件数 は 5526 件)

「殺虫剤」
ブプ ロ フェ ジ ン水和剤
ブプ ロ フ ェ ジ ン 20 . 0%
ア プロ ー ド フ ロア プル (10 . 2 . 20)
19923 ( 日 本農薬)
茶 : ク ワ シ ロカ イ ガ ラ ム シ若齢幼虫 : 14 日 2 回

「殺虫殺菌剤」
シ ラ フ ル オ フェ ン ・ パ リ ダマ イ シ ン ・ フェ リ ムゾ ン ・ フ

サ ラ イ ド粉剤
シ ラ フ ル オ フ ェ ン 0 . 50%， ノf リ ダマ イ シ ン A 0 . 30%， 

フ ェ リ ム ゾ ン 2 . 0%， フ サ ラ イ ド 1 . 5%
ブラ シ ンパ リ ダ ジ ョ ーカ ー粉剤 DL (10 . 2 . 20) 
19922 (武田薬品)
稲 : い も ち 病 ・ 紋枯病 ・ 穂枯れ ( ご ま 葉枯病菌) ・ ご ま

葉枯病 ・ 変色米 (カ ー ブ ラ リ ア 菌) ・ 疑似紋枯症 (赤
色菌核病菌 ・ 褐 色菌核病菌 ・ 褐 色紋枯病菌) ・ ウ ンカ
類 ・ カ メ ム シ類 ・ コ プ ノ メ イ ガ : 21 日 2 回

エ ト フェ ンプ ロ ッ ク ス ・ ME P ・ フサ ラ イ ド ・ フ ラ メ ト
ピル粉剤

エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 0 . 50%， MEP 3 . 0%， フ サ ラ イ
ド 2 . 5%， フ ラ メ ト ピ ル 0 . 5%

ラ プス ミ ト レ ポ ン リ ンパー粉剤 DL (10 . 2 . 20) 
19924 (八洲化学)
稲 : ウ ンカ類 ・ ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ ・ カ メ ム シ類 ・ ニカメ

イ チ ュ ウ ・ コ プ ノ メ イ ガ ・ イ ナ ゴ類 ・ い も ち 病 ・ 紋枯
病 ・ イ ネ ッ ト ム シ ・ フ タ オ ピ コ ヤ ガ : 21 日 2 回

「農薬肥料」
ウ ニコナゾ ー ル P復合肥料
ウ ニ コ ナ ゾー ル P 0 . 0080% 

ス ミ シ ョ ー ト 35 (10 . 2 . 10) 
19912 (住友化学) ， 19913 ( コ ー プケミカ ル)
ス ミ コ ー ト U 入 り 複合 コ ー プ シ ョ ー ト A 35
19914 (住化農業資材 )
水稲 : 節間短縮に よ る倒伏 軽 減 : 出 穂 25�20 日 前 1

回 : 湛水散布
ジチ オ ピ ル複合肥料
ジ オ チ ピ ル 0 . 13%
プラ ン ト プ ラ ス ( 10 . 2 . 10)
19915 (臼 産化学) ， 19916 (ア グ リ ー ド )
日 本芝 : 一年生雑草 : 芝生育期 (雑草発生前 ) 2 回 : 全

面土壌散布
イ ミ ダ ク ロ プ リ ド複合肥料
イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 0 . 090%
ス ミ ス マ イ ル 009 (10 . 2 . 10) 
19917 (住友化学) ， 19918 ( 日 本ノ T イ エ ル)
稲 : ウ ン カ 類 ・ ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ : 30 kg/10 a : 移植時

3 回 : 側条施用
イ ミ ダ ク ロ プ リ ド複合肥料
イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 0 . 045%
ス ミ ス マ イ ル SR (10 . 2 . 10) 
19919 (住友化学) ， 19920 ( 日 本ノf イ エ ル)
稲 : ウ ンカ 類 ・ ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ : 60 kg/10 a : 移植

時 3 回 : f!l1j条施用
ク ロ ル フ タ リ ム ・ レナ シ ル複合肥料
ク ロ ルア タ リ ム 0 . 40%， レ ナ シ ル 0 . 40%
ノ T シ ッ ト ( 10 . 2 . 10)
19921 (三菱化学)
日 本 芝 : 一 年 生 雑 草 : 秋期 雑 草 発 生 前 (芝 生 育期 ) 1 

回 : 全面土壌散布
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